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1、はじめに
外国人集住地域である群馬県大泉町と三重県伊賀市には、ブラジル人を始め、ペル
ー人、イラン人、中国人、フィリピン人、イン ドネシア人やネパール人などの様々な
国籍、様々な母語 を持つ外国人住民が多数存在する。当然 日本人も住んでいる。この
ような状況の中で、彼 らはリンガフランカ(共通言語)と してどのような言語を用い
ているのだろうか。本稿では、両都市におけるリンガフランカを看板や張 り紙等の言
語景観から見る 「文字言語」 と、住民同士の会話から見る 「音声言語」の二つの側面
か ら考察していく。
リンガフランカとは、本来母語の異なる者同士の対話に使用される言語について指
す語である。 しか し、本稿で対象とする言語景観においてもその表示を書いて掲げた
送 り手、表示を読む受け手が存在 し、話 しことばと同様にそこには送 り手と受け手の
一種のコミュニケーシ ョンが発生 している。そこで、本稿では リンガフランカという
語は言語景観における文字言語についても適用可能であると考える。なお、今回 「文
字言語 としての リンガフランカ」で紹介するものは、斎藤 ・志喜屋(2014)で取 り上げ
たものである。
2.大 泉町と伊賀市
大泉町は、群馬県東部、埼玉県 との県境に位置する都市である(図1左)。 面積は
県内最小だが、人口は町 としては県内最多の約40,000人を擁iしている。その内約6,000
人、国籍に して46ヶ国1の外国人がお り、約4,000人のブラジル人を中心に、ペルー
人 ・中国人 ・フィリピン人 ・ボ リビア人などが居住 している。外国人比率は約15%と
全国で最も高い。その背景には富士重工や三洋電機(現パナ ソニック)といった企業
の工場の存在がある。1980年台の好景気の時期、全国的に労働者不足となっていたが、
大泉町も例外ではなかった。入管法改正に前後する1989年12月に町内の中小企業が
中心 とな り 「東毛地区雇用安定促進協議会」を結成、合法的かつ安定雇用の出来る日
系ブラジル人の受け入れを始めた(協議会は1999年に解散)。
伊賀市は、三重県北西部に位置する都市である(図1右)。人口は約100,000人で、
外国人は38ヶ国2から約4,200人がやって来て居住してお り、外国人比率にして約4%
である。約2,000人のブラジル人を中心に、中国人 ・ペルー人 ・韓国人 ・ベ トナム人 ・
タイ人などが居住 している。
1大泉町観光協会での聞き取り調査より
つ翻伊賀市役所での聞き取り調査より
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伊賀市は旧上野市を中心とした1市3町2村 が2004年に合併 し成立 した。旧上野市
は製造業を中心とした企業が多く存在す るため外国人比率は県内でも高 く3、伊賀市は
それを引き継 ぐ形 となる。
(一も
図1.大泉町(左)と 伊賀 市(右)の 位置
大泉町と伊賀市の外国人の国籍別割合4を示すと図2の ようになる。
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図2.大泉町(左)と 伊賀市(右)の 外国人の国籍別割合
図か ら分かるように、同じ外国人集住地域とはいえ、その国籍別の構戒比率は異な
る。大泉町は外国人住民のブラジル人率は70.4%であるのに対 し、伊賀市は47.8%で
3三重県(作成年不明)より
4大泉町(2010)及び伊賀市(2013)を参照 し、上位10ヶ国を示 した。ただ し、伊賀市のデー タは大泉町
に合わせて韓国 と朝鮮を合算 したため、伊賀市(2013)でll位とされるアルゼ ンチンが10位となって
いる。
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あり、ブラジル人の占める割合が倍近く違 う。また、両都市の周辺に目を向けると、
外国人集住都市会議加盟都市全26都市の分布は、その8割近 くの20都市が伊賀市の
ある東海地方に密集 して位置 している一方、大泉町の位置する関東地方には同じ群馬
県内に3都 市あるのみである5。ブラジル人人口にしても、東海地方では98,263人が
居住 しているが、関東地方では36,914人6である。大泉町と伊賀市は、近隣に似たよ
うなブラジル人集住地域がどれだけ分布しているかとい う状況も異なっている。また、
斎藤 ・志喜屋(2014)で明らかにしたように、大泉町で見 られる看板などの表示は、伊
賀市などの他の外国人集住地域に比べてポル トガル語使用率が非常に高い。これらの
ような差は、両都市のリンガフランカにも表れるのではないだろうか。
伊賀市については、ロング(2011)がリンガフランカとしての日本語の存在を指摘 し
ているが、大泉町でのリンガフランカについて取り上げたものは管見の限り見当たら
ない。
本稿ではロング(2011)の内容をふまえ、伊賀市の状況を改めて確認するとともに、
大泉町と比較 しながら分析を深める。
3.調査時期 ・調査方法
筆者は2013年■月 ・2月・5月・ll.月及び2014年8Hに大泉町、2012年10月及び
2013年8月に伊賀市をそれぞれ訪問 した。文字言語については、両都市にある店舗の
店頭及び店内における表示について調査 した。音声言語については、外国人住民の出
入 りの多い 「店」 と 「教会」で参与観察を行い、そこで使用される音声言語の実態に
ついて調査 した。
4.文 字言語
初めに、大泉町 と伊賀市における文字言語 としての リンガフランカについて見る。
文字言語 としては、両都市の店にある看板や張 り紙、値札などの表示を対象とする。
外国人住民の多 く居住する両都市で、外国人住民に対して各店ではどのような言語を
用いて表示を掲げているのだろ うか。
4.1.大泉町
大泉町は、日本国内の町であっても必ずしも日本語が リンガフランカとして使われ
るとは限 らないとい うことを示す好例である。筆者が2013年1月・2月に大泉町を訪
れた際にまず目についたのが、下車駅近くの八百屋の店頭に並んでいたポル トガル語
表示である(図3)。
5但し
、外国人集住都市会議加盟都市でなくても、茨城県常総市や神奈川県愛川町のようにブラジル
人集住地域は存在する。
6総務省統計局(2014)の「都道府県別 国籍 ・地域別 在留外国人」より
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図3.日本人経営の八百屋におけるポル トガル語表示(大泉町)
日本語は無くポル トガル語1言 語のみの表示なのである。経営者は日本人だが、単
語 レベルのポル トガル語は習得 しているようで、ブラジル人購買客に分かりやすいよ
うにポル トガル語表示を出 しているものと考えられる。 もちろん 日本人購買客もいる
のだが、外国人比率約15%であるこの町で、外国人を購買客 として取 り込むことは店
にとってもメリッ トは小 さくないはずである。表示に不慣れな点が確認出来るところ
に、なんとかしてポル トガル語表示を出そ うという努力が見られる。 このように、 日
本人から外国人(ポル トガル語話者)へ 表示される文字言語 として、ポル トガル語が
用いられているのである。
また、2013年11月に大泉町を訪れた際は、 トルコ人経営の輸入品店でもポル トガ
ル語表示を確認することが出来た(図4)。
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図4.トルコ人経営の輸入品店におけるポル トガル語表示(大 泉町)
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"HORARIODEATENDIMENTO"とあり、これは 「営業時間」を意味する。ブラジ
ル料理店を営む元ブラジル国籍のRH氏(現 在は日本に帰化)に よると、この店の経
営者である トルコ人は、ブラジル人の経営する店に度々出入 りをしてお り、ポル トガ
ル語を習得 しているとい うことで、このことが理由の一つであろ う。大泉町において
外国人の中でも少数派となるトルコ人は、普段の生活の場で多数派であるブラジル人
に接触する機会が多い。経営者本人がブラジル人の店に出入 りすることもあれば、 ト
ルコ人の店に出入 りする客にも一定数のブラジル人が存在すると考えられる。そのた
め、自らの店に出入 りをするブラジル人客を受け手に想定したポル トガル語表示が現
れたのではないだろうか。外国人(ポ ル トガル語以外の外国語話者)か ら外国人(ポ
ル トガル語話者)へ 表示される文字言語としても、ポル トガル語が採用 されている状
況が大泉町には存在するのである。
このように、大泉町にある店舗では、ブラジル人経営者の店はもちろんのこと、日
本人経営者やその他の外国人経営者の店でもポル トガル語表示を容易に観察すること
が可能である。 これは、ポル トガル語が大泉町におけるリンガフランカとして機能 し
ていると考えられる根拠 とな り得る。
但 し、大泉町の文字言語におけるリンガフランカは、ポル トガル語のみ とい うわけ
でもなさそ うである。2014年8月に大泉町を訪れた際に、ブラジル人以外にもペルー
人や トルコ人などが参加するイベン トが開催されていた。 このイベン ト会場には、ゴ
ミ箱 として大きな段ボール箱(図5)が 用意されてお り、そこには捨ててよいものが
書かれていた。"LATAS"(缶)と"LD(0"(ごみ、くず)は ポル トガル語表示である。
ここでは、"CAN"、"GOMr'、"PET"の3語について考える。
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図5.ポル トガル語表示 とリンガフランカ 日本語の表示(大 泉町)
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まず 、"GOM"は日本語の 「ごみ」で あることは疑いの余地 もないだろ う。次に"CAPtp'
で あるが、その綴 りか ら日本語ではな く英語か らではないか と思われ るかも しれない。
しか し、 日本国内で も英語 を意識 したわ けでな くとも 「缶 」を"CAN"と表示 した もの
が多数 あ り、 どこで も容易 に見 られ る(図6)。 そのた め、 日本語 を経 由 して使われ
るよ うになった と判断す ることが妥当であろ う。その意味では これ らを リンガフラン
カ 日本語の一つ と考 えることが可能である。
同様 に、`?ET'に関 してだが、 日本語 では 「ペ ッ トボ トル」だけでなく 「PETボト
ル」とい う表記 もよく見 られ、ペ ッ トボ トル本体には 「PETボトル」と表記 される(図
7)。"CAN"や・GOMr・とは異 な り2つ の表示がないため、 日本語なのかポル トガル語
なのか判別が難 しい。大泉町のブラジル人住民2名 に確認 した ところ、"garrafaPET"
とい うポル トガル語が話 しことばにお いて存在す る とい うことなので、 これ はポル ト
ガル語 と 日本語共 に"PET"で通 じるとい うことで表示が1っ のみになった と考 え られ
る。但 し、一方で この語は書 きこ とば よりも話 しことば として定着 してい る様 子も見
られ た。1994年に来 日した元ブ ラジル国籍の男性 のRH氏 はスペル を"garrafaPETr'
とし、1999年に来 日したブラジル人男性 のLO氏 は"garrafaPE[P'とす るもスペル に確
信 を持っていない よ うであった。`?ETr'と`?ET'のどち らもポル トガル語 の発音 とし
て は[pe副となるため、単につづ りの違 いであ り、話 しことばでは全 く違 いが ない こと
になる。
これ らの単語 は 日本 での生活で よく聞 くものであ り、重松(2012)などで言 われ る 「デ
カセ ギ語7」の よ うに彼 らのポル トガル語 の中にも取 り入れ られている可能性 も予想 さ
れ る。RH氏 による と、相 手にもよるがポル トガル語 に"can"や`gomi"を混ぜ て用い る
こともある とい うことで ある。 ポル トガル語 に混ぜ て使用す るほ どよく聞 きよく使 う
語である とい うことは、他の外 国人住民 もよく聞 く語であ り、そのため このよ うな単
語 レベル においては 日本語 も リンガフランカ として機能 してい る と考え られ る。
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図6.缶を"CAN"と表記す るゴ ミ箱(東 京都府 中市)図7.「PETボ トル」 の表示
7
重 松(2012)p.64
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4.2.伊賀市
2012年10月及び2013年8月に伊賀市を訪れたが、伊賀市ではブラジル人が発信者
である表示においてポル トガル語が見 られた。また、ポル トガル語表示のみではなく
日本語表示も見ることが出来た。図8は、伊賀市内にあるブラジル人とタイ人のカッ
プルが経営する居酒屋で見 られた、日本語とポル トガル語の2言語表示である。
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図8.外国人による日本語表示が見られる表示(伊賀市)
この店で実施 している飲み放題のコースに関する内容を説明している。 ここにはブ
ラジル人はもちろん、 日本人やタイ人なども訪れている。この日本語表示は、ポル ト
ガル語を解 さない 日本人や、タイ人などのポル トガル語話者ではない外国人のための
表示であると考えられ る。その意味でこの 日本語はリンガフランカとして機能 してい
ると解することが出来よう。
また、図9は牛肉や鶏肉などの料理について載せたものである。このメニューでは、
「タイ」(魚名)「カラアゲ」 「ヤク」のみが 日本語で表記 されている。 「カラアゲ」
と 「ヤク」に関しては、それぞれ"fiita"、"assado"の日本語訳として書かれている。 「ヤ
ク」については動詞の終止形であり、「カラアゲ」と並べるには不釣 り合いであるが、
これと同 じ 「ヤク」が見られる表示についてロング ・今村(2012)では 「伊賀上野在住
のブラジル人やタイ人(の 少なくても一部)の住民の間で 「ヤク」は活用 される動詞
ではなく、名詞 として使われているのである8」と中間言語的特徴について言及してい
る。 このメニューは上記3語 以外全てポル トガル語表示であるため、ポル トガル語を
解 さない者はこの語 とイラス トのみが判断材料 となる。その意味では、この(中間言
8 ロ ン グ ・今 村(2012)p.157
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語的な)日本語表示 もポル トガル語を解さない日本人や他の外国人に対するリンガフ
ランカとして使用している例と考えられる。
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図9.中間言語的な 日本語表示(伊賀市)
5.音 声言語
次に、大泉町と伊賀市で聞くことが出来る話 しことば、つまり音声言語におけるリ
ンガフランカについて見ていく。 こちらに関しては、 「店」と 「教会」 とい う二っの
場面に分けて記述す ることにする。多 くの母語の異なる者同士が集まり、会話をする
という場面が リンガフランカの使用場面であるため、両都市において複数の母語の異
なる外国人住民が集まる飲食店及び教会において参与観察を実施 した。
5.1.店内の参与観察
音声言語については、まず両都市における 「店」で聞かれ るものについて記述する。
筆者は2013年1月・2月・5月・11月及び2014年8月に大泉町、2012年10月及び
2013年8月に伊賀市を訪問し、両都市の飲食店内における使用音声言語に関する参与
観察調査を実施 した。その結果、母語の異なる外国人住民が集まる飲食店などにおい
て、彼 らが会話をする際に使用する話 しことば、つまり音声言語におけるリンガフラ
ンカの実態を見ることが出来た。
5.1.1.大泉町
大泉町の とあるブ ラジル料理 店では、ブラジル人男性 の経営者及び複数のブラジル
人店員が働 いてい る。筆者はその レス トランに2013年1月 ・2月・5月 ・11.月、2014
年8月 の複数 回にわた り訪れて通 っているが、 ここでは少数の 日本人客 を除き、ほぼ
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全ての客がポル トガル語で話 していた。筆者の飲食中も店の中では常にポル トガル語
が飛び交っていた。経営者や店員の何人かは 日本語を話す ことが可能であるため、日
本人客に対 しては日本語で対応することが可能である。 日系人の集住地域なので顔つ
きだけでは日本語母語話者なのかポル トガル語母語話者なのかは判断出来ないであろ
うが、筆者が初めてこの店を訪れた際も、初めて目にした顔であることや、日本語を
使用していたとい うところか ら判断したのであろうか、すぐに日本語で対応 した。そ
れでは、ポル トガル語を話 しているその他の飲食客は全てブラジル人なのかと言 うと、
それはまた違 う。経営者の話によると、来店客はやはりブラジル人が多いが、他にも
ペルー ・ボリビア ・アルゼンチン ・イラン ・トルコなどといったポル トガル語を母語
としない多 くの他の外国人も頻繁に飲食客 として来店 しているとい うことである。そ
して、注目すべき点は、その際に使用される言語は 日本語でも英語でもなく、ポル ト
ガル語であるとい うことである。ペルーなどのスペイン語話者が言語的に近縁に当た
るポル トガル語を自然習得 したとい うことはある程度想像出来ることであるが、ペル
シア語や トルコ語 といった、より言語的に遠い言語の話者までがポル トガル語を習得
しているとい うことは大変興味深い。
また、2014年1,月に大泉町を訪れた際には、西小泉駅付近にある日本人の経営する
八百屋にブラジル人の客が買い物にやってきている光景を見た。そこでは、 日本人女
性がブラジル人女性の購買客に対 して片言のポル トガル語を日本語の中に混ぜて用い
ながら、世間話や商品の説明などの会話をしていた。
同じく2014年1月、西小泉駅より国道354号線を西に進んだところにあるリサイク
ルショップを訪れた。この店の前に立っていた外国人住民はポル トガル語で会話をし
ていた。この店の店員である女性は、日系アルゼンチン人であるが、彼女の話による
と、大泉町で自然 とポル トガル語を覚えた とい うことである。その言葉通 り、やって
来た外国人客にポル トガル語で対応をしていた。
このように、大泉町の店内では、文字言語において確認されたのみならず、話 しこ
とばにおいてもリンガフランカ として主にポル トガル語が用いられるとい うことを窺
い知ることが出来た。
5.1.2.伊賀市
一方、伊賀市の場合はどうであろうか。伊賀市内にあるブラジル人経営のとある居
酒屋は、ブラジル人男性がタイ人女性のパー トナー と共に経営 している。二人の間で
は、共通言語 としてポル トガル語でもタイ語でもなく、また英語でもなく日本語が使
用 されていた。この居酒屋にはブラジル人が多く訪れるものの、タイ人や 日本人など
もやってくる。この居酒屋には2012年10月及び2013年8月に複数回訪れたが、ブラ
ジル人経営者はブラジル人が飲食に訪れた場合はポル トガル語を用いて対応 し、タイ
人などそれ以外の場合は全て 日本語で対応 していた。パー トナーであるタイ人女性は
相手がタイ人の場合はタイ語、それ以外は日本語を用いていた。2012年10.月に訪れ
た際は、住民ではないものの、アメリカ人 ・中国人 ・イン ドネシア人も訪れた。その
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際においても、ブラジル人経営者及びタイ人パー トナーはアメリカ人に対しても、中
国人に対しても、インドネシア人に対 しても常に日本語を用いて会話をしていた。
また、同じく2012年10月に、伊賀市にある日本人が経営す る多国籍料理店に訪れ
た際は、 日本 ・ペルー ・中国 ・イン ドネシアといった多国籍の飲食客が訪れたが、そ
こでも全員が日本語を使用 して会話をしていた。 日本人が会話に入っている時は勿論
のこと、ペルー人 と中国人、中国人とイン ドネシア人 といったように、間に 日本人が
一切入っていない場含でも同じように日本語を使用 し、お互いの母語や、英語やポル
トガル語 といった言語を使用するとい うことは一切見られなかった。
このように、伊賀市では、やはり文字言語の場合と同様、店内における話 しことば
においても大泉町とは異な り、リンガフランカ として日本語の存在が確認された。
5.2.教会内の参与観察
次に、両都市での 「教会」について記す。キリス ト教徒が多い中南米出身者が多く
居住する外国人集住地域には、教会が存在 していることが多い。そしてこのような外
国人の多く住む地域にある教会は、中南米出身者に限らずそこに住む外国人住民(あ
るいは日本人住民も)の交流や情報交換の場 としても機能 している。筆者は2013年2
月 ・5月及び2014年8月に大泉町、2012年10月に伊賀市の教会をそれぞれ訪問し、
両教会の礼拝及びミサに参加 した。そこで、牧師や神父を始めとして、参加者がどの
言語を用いて他の参加者 と会話をしているか、教会内における使用言語に関する参与
観察調査を実施 した。
5.2.1.大泉町
2013年2月初旬、大泉町内で知 り合った60代ブラジル人女性の誘いで、とある教
会の礼拝に参加 した。礼拝の参加者の多 くはブラジル人であるが、他にもスペイン語
圏の南米人や、キリス ト教に改宗 したとい うトル コ人も参加 していた。 この トルコ人
男性は、1年 でポル トガル語が話せるようになったようで、ブラジル人女性 と結婚し
ていた。夫婦で交わされ る言語はポル トガル語であった。牧師を始め参加者たちは筆
者を温かく迎えてくれ、日本語で話 しかけてくれ、礼拝中は20代ブラジル人男性が筆
者の隣で 目本語通訳を担当してくれた。 しか し、筆者に話 しかけた場合以外は牧師の
話も礼拝前後の雑談も皆が全てポル トガル語で話 していた。スペイン語母語話者も、
トルコ語母語話者もポル トガル語 を習得 しているとい う状況である。筆者に話 しかけ
る際も、皆が 日本語を流暢に操れるわけではなく、片言の日本語の者もいた。なお、
教会内のお知らせ等も全てポル トガル語であった。 この教会には以降2013年2月下
旬 ・5月・2014年8月にも訪れたが、いずれも筆者に話 しかける場合以外はどの参加
者も基本的にポル トガル語のみを使用していた。
大泉町においては、教会内でもポル トガル語をリンガフランカとして使用する環境
が形成 されているのである。
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5.2.2.伊賀市
一方、伊賀市はどうであろうか。筆者は、2012年10月に伊賀市内のとある教会の
ミサに参加 した。参加者は、ブラジル人 ・ペルー人 ・フィリピン人 ・そ して 日本人な
どであった。神父は 日系アメリカ人で、当日の説教は英語によるものであったが、週
によってスペイン語、ポル トガル語、英語、 日本語で行われるそうである。参加者は
同 じ母語同士の場合を除いては、基本的にはポル トガル語や英語ではなく、主に日本
語を用いて雑談などをしていた。初めて参加 した筆者を温かく迎えてくれ、参加者は
皆 日本語で話しかけてくれた。なお、教会内のお知 らせ等は日本語 ・英語 ・ポル トガ
ル語など多言語によるものが確認 された。
伊賀市では、店内の場合と同様に、教会内においても外国人同士の共通言語、つま
りリンガフランカ として、 日本語が使用される環境になっているとい うことが出来る
のである。
6.ま とめ
以上、大泉町と伊賀市の文字言語及び音声言語におけるリンガフランカについて見
てきた。
まず、文字言語について、 リンガフランカとして使用される言語の状況を送 り手と
受け手によって示 したものが以下の表1と 表2で ある。大泉町については表1、伊賀
市については表2の ように示す ことが出来る。 白くなるにつれて日本語、黒 くなるに
つれてポル トガル語の使用度が増すイメージを示 している。
表1.大泉町での文字言語におけるリンガフランカ
受け手
日本語話者1他 の外国語話者L蚕 ルトガノレ諦 者
送
り
手
日本語言諸 灘 購 雛講 蘇
他の外国語話者 1轟麟 麟魏 　纒縫
磯鍵華灘1灘糠ポルトガル語話者
表2.伊賀市での文字言語におけるリンガフランカ
受け手
日本語話者i他 の外国語話者1ポ ルトガル語話者
送
り
手
日本語言諸
他の外国語話者
ポルトガル語話者
表のように、大泉町はポル トガル語話者でなくても、日本語話者やポル トガル語以
外の外国語話者もポル トガル語による情報発信を試みているとい う環境であるため、
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ブラジル人にとっては日本語を覚えるとい うよりもポル トガル語による生活が しやす
い言語環境が出来ていると考えられる。
このような大泉町と比較すると、伊賀市ではポル トガル語話者であるブラジル人な
どの外国人が 日本語表示を出そ うとしてお り、(少なくとも今回の調査では)日本人
によるポル トガル語の使用が見られないとい う対照的な点が明らかとなった。ブラジ
ル人はポル トガル語話者以外の住民に対 しては日本語を身に付けて発信する言語環境
であると考えることが可能である。
音声言語におけるリンガフランカに関しては、大泉町の店内ではポル トガル語、伊
賀市の店内では日本語の使用が優勢であることが確認された。筆者の参与観察から、
大泉町のブラジル料理店、伊賀市の居酒屋の リンガフランカの使用状況を図にしたも
のが図10である。なお、図はロング ・今村(2013)を参考にした。
國
◎ 、
●●● 日本語
一 ポル トガル語
アル ゼ ン
チ ン人
國
と
○
=臨(り
イ ン ドネ
シア人
図10.大泉町 と伊賀市の店内での使用言語
筆者が確認 していない組み合わせではどの言語によって会話がされるのかは図には
記 さなかったが、少なくとも、どちらも同 じように多 くの母語が異なる者が絡み合っ
ていても、リンガフランカとしてポル トガル語が優勢か、 日本語が優勢かとい うこと
は一 目で分かる。
店内の場合 と同 じように、大泉町の教会ではポル トガル語 、伊賀市の教会では 日本
語の使用が優勢であることが確認 された。今回の教会での参与観察の結果を図に示 し
たものが図11である。
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?
?
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フィリピン人 ブラジル人
参加者 ●○●●●● 参加者
●●● 日本語
一 ポル トガル語
一・一 英語
図11.大泉町と伊賀市の教会での使用言語
大泉町の トル コ人 と筆者は英語を使用 したことになっているが、お互いに英語で挨
拶を交わ した程度で、その意味では彼がどれほど英語を使用出来るかは定かではない。
但 し、日本国内で日本人である筆者 と、簡単な挨拶程度にも関わらず 日本語を使用 し
なかったとい う点、そ してその反面ブラジル人やスペイン語母語話者 とポル トガル語
では会話が可能であるとい う点が、大泉町におけるポル トガル語の存在感を強く感 じ
させる。
伊賀市においては、ブラジル人 とペルー人のポル トガル語、ペルー人同士のスペイ
ン語、アメ リカ人 とフィリピン人の英語 とい う場合以外は、筆者の確認、した限 りでは
全て 日本語であった。大泉町とは異な り、それぞれの外国人住民に日本語を使用する
場面があったことになる。
しか し、大泉町のポル トガル語の中にも、語彙 レベルでは日本語が臨時借用語 とし
て採用されてお り、ブラジル人同士の会話でもそのような日本語が確認、された。ブラ
ジル人が経営する食品店でのブラジル人同士のポル トガル語会話の中や、牧師の礼拝
中のポル トガル語による話の中に 「仕事」 「会社」 「社長」 「出稼ぎ」 「まあまあ」
「勿体無い」 「大丈夫」 「だいたい」という語が臨時借用 されていることを確認、した。
これは4.1.でも触れた重松(2012)の「デカセギ語」の例 として考えられ、在 日ブラジル
人にとって日本での使用頻度が高いもの、あるいはポル トガル語で言 うよりも簡潔に
表現出来るものが彼 らのポル トガル語に取 り入れ られていると考えられる。
7.おわ りに
本稿では、ブラジル人集住地域である大泉町と伊賀市の二都市におけるリンガフラ
ンカについて、文字言語 と音声言語とい う二つの観点に分けて考察 した。その結果、
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文字言語においても音声言語においても、大泉町ではポル トガル語、伊賀市では 日本
語が リンガフランカとして機能しているとい う実態を明らかにすることが出来た。伊
賀市については、ロング(2011)が指摘 した リンガフランカとしての日本語の存在を再
確認 したということになる。また、大泉町におけるリンガフランカ としてのポル トガ
ル語の存在を明 らかにした点は本稿の大きな意義と言える。大泉町においてポル トガ
ル語が使用 される要因として、やは り2章でも述べた外国人住民のブラジル人率や普
段町中で目にするポル トガル語の多さが挙げられるであろう。また、大泉町と伊賀市
の観光政策の差も影響 していると思われるが、これについては稿を改めて述べたい。
語彙 レベルにおいては、ポル トガルをリンガフランカ とす る大泉町でも、文字言語 ・
音声言語 ともに日本語由来 ・日本語経由の 「デカセギ語」あるいはそれに類するもの
が見られた。
今後、このような外国人集住地域におけるリンガフランカを調査することによって、
日本国内におけるリンガフランカに選択される言語、そしていかにしてその言語が選
択されるかが明らかとなる。そして、特に リンガフランカとして 日本語が選択される
環境、またはどのような日本語由来 ・日本語経由の語彙が使用 されやすいのかを明ら
かにすることは、外国人住民の 日本語教育や 日本語習得に貢献出来るであろう。
付記
本稿は、筆者の修士論文 「言語環境 と言語使用の関連に関する社会言語学的研究一
日系ブラジル人集住コミュニティの大泉町 と伊賀市の比較■」の第6章 及び第7章 を
加筆 ・修正 してまとめたものである。
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